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近年、新規な機能性有機ナノ材料 として有機 ナノ粒子が注 目されている。本論文は、従来、反射系で
の限 られた分光測定 しかで きなか った色素の高濃度凝集体や固体 をナノ粒子分散状態にす ることによ
り、透過系での精緻 な分光測定を行い光励起状態と耐光性の関係を解明す ること、新規有機色素ナノ材
料を試作 しその特性を解明す ることを検討 した研究の成果をまとめたものであり、全6章 で構成されて
いる。
第1章 は緒言であ り、本研究の背景 と目的について述べている。
第2章 では写真用色素を再沈法でナノ粒子化することにより、光励起状態と耐光性の関係 を解明して
い る。新規イエロー色素の耐光性支配因子が会合の程度 と会合体の最低励起一重項状態(Si)寿命であ
ることを明らかに し、立体効果による会合抑制 と電子効果によるSl状態の消光を提案 している。提案
した施策により耐光性を向上させ、新規 イエロー色素を実用化 した。
第3章 では再沈法で調製 した顔料ナノ粒子分散液を用いて、報告がほとんどなかったキナクリドンの
光励起状態について検討 している。過渡吸収法などの励起状態の速度論的解析手法 と時間分解熱 レンズ
法な どの量論的解析手法 を組み合わせて検討す ることで、キナクリ ドンナノ粒子の耐光性が高いことの
要因は、キナクリ ドンの分子構造そのものによるのではな く、粒子化することにより励起状態の熱的緩
和が促進 されているためと結論 している。
第4章 では再沈法による有機 ナノ粒子生成機構の解明と有機顔料 ナノ粒子のカラーフィルタへの応用
にっいて、検討 している。再沈法による有機ナノ粒子生成過程をス トップ トフロー法 によ り、初めて直
接観測す ることに成功 した。また、無脈流ポンプを装備 したフローシステムで調製 した有機顔料ナノ粒
子を用いてカラーフィルタを作製 した。このフ ィルターを用いることで液晶ディスプ レイの重要性能で
あるコントラス トを大幅に向上できることを実証 した。
第5章 では有機 薄膜太陽電池に着 目し、電子 ドナーとアクセプターをナノ粒子内に閉 じこめた混合ナ
ノ粒子を試作 し、その特性について検討 している。混合ナノ粒子内で光誘起電子移動 によ り電荷分離状






よって,本 論文は博士(工学)の学位論文として合格 と認め る。
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